
   

 

 

 

 

 

 

                

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N EWSLETTER 
浦安市図書館友の会 

 

第６９号 

 平成２３年１月１８日        浦安市図書館友の会   会長 舟田園子 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 夏のお楽しみ会 

平成 22 年 8 月 26 日「エコな夏のお楽しみ会」に参加して 

図書館友の会は定期的な活動とともに会員・図書館員とのお楽しみ会を行っています。私

は時々しか出席しない会員ですが、お楽しみ会は何回が参加させていただきました。会員も

図書館職員も家族とともに参加するのは素敵ですね。さらに毎回テーマがあるのもいいです

ね。今回は「エコな夏のお楽しみ会」。参加者はマイカップと箸持参。用意した食べ物もごみ

にしない、お皿をなるべく使用しない、お盆にラップやアルミホイルで覆い、パーティープ

レートに。マイカップを忘れた方の使った紙コップや割り箸も分別収集。お寿司の盛ってあ

った発砲スティロール皿も細かく切って整理してから廃棄物へ。バザーは会員が丌要になっ

たものを持ち寄り、格安で仲間に買い上げて貰い。リサイクル。そして売上金は活動貹へ。

エコを実感しながらの楽しいひとときでした。      （Ｓ，Ｔ） 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

今月の友の会デーは  

《エコな冬のお楽しみ会》 
１月 2７日（木） 

１８：００～  

詳しくは最終ページで 

バザーに寄付の協力お願いします 
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（第１１回） 

「大人が楽しむ子どもの本の読書会」 

9 月 15 日（水）のテーマ『イギリスと

アイルランドの昔話』福音館書店の中の

お話は以前よりストーリーテリングで聴

く機会が多かった。 

ちょっぴり怖いお話や頓知の効いたお

話など素話の題材にぴったりの魅力的な

作品が多いからかもしれない。昼休みの

時間を割いて、図書館司書の伊藤明美さ

んが参加して下さり、テキスト本の中か

ら「三びきの子ぶた」、「姉いもうと」、「ミ

アッカどん」、「ちいちゃちいちゃい」の

ストーリーテリングを披露して下さっ

た。ストーリーの展開の面白さをあらた

めて認識し、お話を聞く楽しさを実感し

た。至福のひと時だった。  （E、K） 

           
「ジャックとマメの木」「三びきの子ブタ」な

ど、世界中の子どもたちに読みつがれてき

た『イギリスの昔話』を中心に、磨き上げられ

た訳文と原書の挿画でおくる新訳決定版。 

        

         
                  

 

9 月 友の会デー書庫棟展示 

「黒澤明～生誕 100 周年」 

9 月 25 日（土）に生誕 100 周年を迎

えた黒澤明監督の書庫棟展示につい

て、図書館司書の伊藤明美さんにお話

しいただいた。黒澤監督が撮った映画

の一つ一つの時代背景やエピソードを

交えながらのお話は、人間黒澤明を垣

間見たような気がした。当日の参加者

全員が黒澤映画を見ていたので、彼の

作品の中で特に印象深かった作品や衝

撃を受けた作品などに話が及んだ。参

加者の話を聞きながら、まだ見ていな

い黒澤作品をぜひ見てみたいとあらた

めて思った。       (Ｅ、K) 
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消防訓練  
 

 

10 月 友の会デー  

明海大学 メディアセンター見学会 

 10 月 23 日（土）、明海大学浦安キ 

ャンパスメディアセンター（図書館）見

学会に参加した。図書館友の会会員を含

め市民 9 名が参加し、明海大学図書館

の長田氏、荒木氏から説明を受けた。図

書館は 30 周年記念館の 2 階から 5 階

までを占め、CD や DVD から専門の洋

書まで、25 万冊をそろえている。なお、

開館時間は、平日 9 時半から 21 時半、

土曜日 9 時半から 20 時が基本で、使

いやすい。20 才以上の浦安市民は、マ

ルチメディアライブラリーで市民専用

のパソコンを利用し、インターネットを

利用できる。館外貸し出しも 4 冊 2 週

間まで可能である。この為には登録が必

要であるが、①現住所及び年齢が確認で

きる書類、②証明写真（横 2.4cmX 縦

3.0cm、無帽、無背景、3 ヶ月以内）

を図書館事務室に本人が持参すればよい。 

 見学の後、会議室で、質問等話し合い

を持ったが、電子書籍や学生の最近の利

用傾向等について興味あるお話が聞け

た。本の寄贈について質問したが、「採

用するか、廃棄するかは、全て図書館の

方に任せて欲しい」との事であった。市

立図書館には無い図書も多く、一度は見

学される事をお勧めする。  （K、S） 

 

       

 

 

浦安市市民まつり 

「リサイクル本の配布のお手伝い」 

10 月１６・１７日浦安市立中央図書館の入

り口近くで、丌用図書の配布があり浦安市図

書館友の会のメンバーがお手伝いしました。 

         

「自動貸出機の案内」のお手伝い 

中央図書館の自動貸出機が１１月２

日(火)から新しいものと代わり、自動貸

出機の使用方法をお知らせするキャン

ペ－ンが１１月３０日(火)迄中央図書

館で行われました。 

友の会会員６名が１８日間の参加可

能な時間帯（午前または午後）に１時間

から２時間程度）「自動貸出機の案内」

のお手伝いをさせていただきました。               

図書館職員の林さんによると「前年

(１１月)に比べ少しだが効果はあった。

今後とも周知に努める。」とのことでした。 
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都立多摩図書館見学 

 去る平成 22 年 11 月 25 日、東京都立多摩図書館へ見学に行ってきました。曇

天で肌寒い天候の中、7 名の参加となりました。何度か乗り継ぎを重ね、南武線西

国立駅から徒歩 10 分、丁寧な案内図をたどってゆくと閑静な住宅街の中に東京都

多摩教育センターが建っていました。 

 先ず全員で記念写真を 1 枚。警備員の方に案内され 1 階奥の図書館内へ。狭い間

口から一転して明るい開放的な閲覧室になっていました。説明と案内をしてくださ

ったのは係長の瀬島さん。多摩図書館リニューアルオープンのための立案から関わ

った方で、その経緯とコンセプトを実感こめて語ってくださいました。 

 区立図書館等の設立が相次ぎ都民への直接サービスの必要性が薄れたとして都立

図書館の縮小・削減が進められる中で、マガジンバンクという考え方が教育委員の

目に留まり、一転潤沢な予算がつけられることになったそうです。16,000 誌の雑

誌とバックナンバー、創刊号コレクションなど資料の整備に努めながら、さまざま

な企画展示や映画会の開催によって順調に利用が増えているとのことでした。当日

も創刊号コレクションの一部が展示されていて、「月刊(!)ぴあ」や「平凡」など当時

の流行がよくわかるとても興味深いものになっていました。 

 開架部分には 534 誌あり（わが中央図書館は 408 誌）、女性誌、ライフスタイ

ルなどのジャンル分けでわかりやすく、いつも雑誌の配置に頭を悩ませている担当

としてはとても参考になるものでした。 

 また、児童サービスについても力を入れておられ、きめ細かなブックリストがい

たるところに置かれていたり学校図書館支援コーナーがあるなど、地域の児童サー

ビスのよりどころになっている様子を伺うことができました。 

 開架部分見学後、閉架書庫に案内されました。開架部分と比較してかなり広い部

分が書庫となっていて、１階から地下２階まで、さすが 16,000 誌の収容能力を持

つ書庫、との印象を受けました。保存図書館としての役割も大きいことから常に書

架移動を伴う書架管理を余儀なくされているとの、図書館員としてはとても共感で

きる悩みも伺いました。 

個人貸出をしない図書館という、まったく運用の違う図書館の見学は初めてとい

う方もおられ、遠方まで出かけた甲斐のある実り多い日となったのではないでしょ

うか。                       書館職員 林 圭子        

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 回 

大人が楽しむの子どもの本の読書会 

「グリム童話集 上・下」岩波少年文庫 

テキストは子どもの時から慣れ親しんだお

話が満載の童話集。 

12 月 15 日（水）当日の参加者が岩波の本

と異なる「グリム童話全集」（小学館）と「グ

リムの昔話」（福音館）を持参していたので、

３冊を比較してみた。小学館のグリム本は

40 年近く前に購入されたもので年代を感

じさせる立派な装丁で挿絵も当時のヨーロ

ッパのイラストを配したクラシカルなもの

であり、今では手に入らない絶版本であった。 

福音館の本はフェリクス・ホフマンの挿絵がカラ

ーで配された美しい本であり、テキストの岩波の

本はイラストが暖かく可愛らしい印象のもので

ある。 

時間の関係で翻訳の比較が十分にできな

かったのが残念だったが、同じ題材の本を

比較して読むのも学ぶところが多いと感じ

た今回の読書会だった。  （Ｅ，Ｋ）                 

 

 

 

   

１２月 友の会デー 

「書庫棟展示」 

「異常気象」－本で語られた予測から 

12 月 18 日（土）に自然科学グループリーダ

ー相馬さんからお話を伺いました。『異常気象』

とは、30 年以上に 1 回のまれな現象を指すも

ので今年の暑さはそれに当たることなので展

示のテーマに選んだとのことです。 

「歴史と原因」「予測と原因」「未来の地球」過

去現在未来に分け、それぞれ資料リストが作ら

れていて便利です。 

ディスプレイは、黒のバックに「異常気象」

の文字、リボンは雨を表しているとのこと、ら

せんのリボンは見る角度により雷雨？の様に

も見えます。 

今後異常による猛暑、集中豪雨等々の災害危

機を予測し、どのように回避すればいいのか、

一人一人が関心を持ち、できることから行動を

起こすことが求められているのです。 

この展示は、自然科学グループが担当されて

2010 年 12 月 1 日～2011 年 1 月 30 日ま

で展示されています。 

大勢の方に立ち寄っていただきたい展示だ

と思いました。         （K、F）                            

  

            

  

中央図書館 火災時非難訓練 

11 月 30 日（火）館内整理日に火災の

時の為の避難訓練があり、今回も友の会

から 小出さん・小崎さんの 2 名が参

加しました。 
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これからの友の会 

１月２７日（木） １８：００～        視聴覚室 

友の会デー エコな冬のお楽しみ会 
マイカップ＆箸持参…ごみ分別も楽しみながらご協力おねがいします 

司書によるストーリーテリング 

会員の香西さんのお話・白石さんと一緒に歌おう・バザー・軽食など 

会貹・・・１０００円 （子ども５００円 プレゼントつき） 

（前日までにバザーの寄付をしていただける方は舟田さんまで連絡ください） 

３月１６日（水） １０：００～         第一集会室 

大人が楽しむ 子どもの本の読書会 
「ロシアの昔話」福音館文庫 

２月２６日（土）  １０：００～        第一集会室 

 友の会デー 映画鑑賞会「ハル」 

３月２６日（土） 10：00～         第一集会室 

 友の会デー 1 年を振り返って  

 

 

 

 

 

 

 

図書館のホームページからリンクされました！ ニューズレターもホームページからどうぞ 

http://members3.jcom.home.ne.jp/stosho/ 

問い合わせ先：浦安市図書館友の会 舟田園子  047-35２-２４８６ 

   〈編集担当：奥 祥子〉 

1 月 30 日（日）    １３：００～１６：００ 

第 11 回千葉県図書館関係市民団体連絡会 

場所：君津市中央図書館マルチメディア会議室 

参加希望又、興味のある方は舟田さんまで連絡ください。 

 

http://members3.jcom.home.ne.jp/stosho/

